
　　　　

7 年 3 月 20 日

火～土曜日 9 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

平日
土曜日

10
10

時
30
30

分から
分から

17
16

時
00
30

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・畑体験、初詣、動物触れ合い、運動会、ハローウィン仮装、マラソン大会、遠足、夏祭り、クリスマス会、クッキング、動物触れ合い等

（別添資料１）

家族支援

・保護者と一緒に子育てを
・こどもとの関わり方を伝えたり、一緒に考えたりしていくことで、成長を共に
喜び、悩みや相談、就学に向けての相談・助言等を行います。保護者同士が、同
じ子育ての悩みを分かち合い、話し合える場を設けます。

移行支援
・インクルージョンに向けた取組の推進
・事業所内での集団生活療育を、園や家庭などで般化できる支援をしま
す。地域の公園、図書館など公共施設を活用し交流を図ります。

地域支援・地域連携

・併行通園先と情報連携を行いながら、こどもにとって過ごしやすい環境や支援
の共有を行います。地域の行事に参加し、地域のこども達と関われる機会をつく
ります。

職員の質の向上
・感染症・虐待研修　・スキルアップ研修　・外部研修へ参加し、発達や
支援について知識を高める　・外部講師による研修　など

支　援　内　容

・健康状態の把握（健康状態のチェック、意思表示が困難であるこどもの特性・発達の過程等に配慮し、常に細やかな観察を行う。）
・睡眠、食事、排泄等基本的な生活のリズムを身に付けられるよう支援する。健康生活の基本となる食を楽しみ、興味を示してもらう為に、クッキング、畑体験等を行います。
・身の回りを清潔にし、食事、衣類の着脱、排泄等の生活に必要な基本的技能を獲得できるよう支援する。
・生活の中で、こどもの特性に配慮し、時間や空間を本人に分かりやすく構造化し、落ち着いて過ごせる空間を作ります。

・日常生活に必要な動作の基本となる立つ・歩く・起きる・まわる等（運動遊び、体軸体操、ダンス、散歩等）体の動作（バランスをとる動き、体を移動する動き、用具を操作する動き）
を遊びや活動を通して身に付けるよう支援します。色々な場所に行くことや、物に触れることで（体験・経験）視覚、触覚・聴覚的な苦手を軽減するよう支援します。

本
人
支
援

・こどもたちの特性に合わせて、知覚から行動へ学習できるよう環境設定を行い支援します。朝の会、始まりの挨拶、終わりの挨拶等で日付・天気・気温把握。粘土、スライム、絵具遊び
など物質の変化と感覚の形成。ブロック遊びによる空間把握の認知形成。小集団でのゲーム（外出支援）等でルールを守り行動することや、自分の気持ちのコントロールができるよう支援
します。

・日常的な挨拶や自分も身の周りも大切にするコミュニケーション能力を育てます。言葉だけでなく、指差し、身振り、サイン盗を用いて、環境の理解と意思の伝達ができるよう支援しま
す。ジェスチャーゲーム、伝言ゲーム、グループワーク、自分の気持ちを発表するなど（言語・コミュニケーション）に必要な支援を取り入れます。

・ＳＳＴ（ソーシャルスキル）社会のなかで人と関わる時に必要な能力を育てます。相手に共感し、話し合い、相手の気持ちを察して行動し、自分の苦手なこと得意なことを理解し、相手
も自分も大切にした行動選択ができるよう支援します。

支援方針

「ゆっくり」「まったり」「あせらずいこう」自分らしく、園でもない、家でもない、第三の場所
こどもたち一人ひとりが自分らしく楽しく生きる力を身に付け色々な経験・体験をしながら家族・社会と共に成長できるよう支援します。
こどもたち一人ひとりの得意を見つけ、自尊心を育て、社会と共に生きる明るい未来への土台作りをします。

営業時間 送迎実施の有無

サービス提供時間 食事提供（外部注文）

法人（事業所）理念 私たちは、こどもたち一人ひとりの可能性を信じ、保護者、支援者も「笑顔」溢れ、ひとり一人が輝く豊かな未来を創造します。

事業所名 合同会社爛々 作成日支援プログラム
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